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【従来技術の問題点】
⇒ハイブリドーマテクノロジーに基づくモノクローナル抗体作製法として、現在のところ、ポリエチレングリコール法、

パールチェイン法、レーザー法などが知られている
⇒従来技術の問題点は、効率が低くしかも目的抗原の一次構造を認識するモノクローナル抗体が主として得られる

ところにある。立体構造を認識するモノクローナル抗体の作製は、偶然に頼るしかない。

【解決手段】
⇒抗原発現ミエローマ細胞を用いて感作Ｂ細胞を選択した後、両細胞を電気パルスによって選択融合することに

よって、高効率に目的抗原の立体構造を認識するモノクローナル抗体を作製することができる。
⇒その原理は、細胞膜上に発現される抗原は立体構造を保持しているため、この細胞によって選択される感作Ｂ細

胞は、 立体構造特異的抗体を発現している可能性が極めて高い。さらに、抗原抗体反応に基づいて架橋形成
された目的のＢ細胞‐ミエローマ細胞複合体のみを電気パルスによって選択融合するため、高効率に目的の立
体構造特異的モノクローナル抗体の作製が可能となる。
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 立体構造保持抗原による目的の感作Ｂ細胞選択
 目的のＢ細胞-ミエローマ細胞複合体の電気パルスによる選択融合
 高効率に立体構造特異的モノクローナル抗体が作製できる
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企業への期待；
 製薬メーカーの方と次世代抗体医薬の開発に是非取り組みたい。

図1：最先端ハイブリドーマテクノロジー
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図2；立体構造特異的モノクローナル抗体


